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中国第一歴史梢案館門前



沖
縄
県
と
中
国
は
、

ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

一
八
七
九
年
の
廃
藩
置
県
に
い
た
る
ま
で
、
五

0
0

第
八
回
琉
球

・
中
国
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
り
、
日
本
国
沖
縄
県
教
育
委
員
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

ニ
ニ
七
―一
年
に
琉
球
国
王
が
明
に
進
貢
を
始
め
て
か
ら
、

年
余
に
渉
る
長
い
交
流
の
歴
史
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
間
、
琉
球
は
中
国
と
の
冊
封

・
進
貢
関
係
を
軸
と
し
、
そ
こ
に
生
ま
れ
た

人
と
文
物
の
交
流
を
と
お
し
て
、
中
国
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
ま
た
大
き
な
影
櫻
を
受
け
な
が
ら
独
自
の
文
化
を
形
成
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
日
、
沖
縄
は
日
本
国
内
有
数
の
観
光
地
と
な
っ
て
お
り
、
年
間
五

0

0
万
人
を
超
す
旅
行
客
が
訪
れ
ま
す
。
観
光
客
を

ひ
き
つ
け
る
理
由
の

一
っ
と
し
て
、
沖
縄
に
は
独
自
の
文
化
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
、
中
国
と
の
長
い

友
好
の
歴
史
の
賜
で
あ
り
ま
す
。

沖
縄
県
教
育
委
員
会
と
中
国
第
一
歴
史
棉
案
館
と
の
学
術
交
流
は
、

一
九
九

一
年
の
開
始
以
来
、
今
年
で
十
五
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
橿
案
館
に
は
琉
中
関
係
棺
案
資
料
の
調
壺
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
提
供
等
多
大
な
る
ご
尽
力
を
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
「
清
代
琉
球
国
王
表
奏
文
書
j

や
「
清
代
中
琉
歴
史
関
係
櫓
案
」
等
、
琉
中
交
流
に
関
す
る
歴
史
史
料
の
編
集
出
版

沖
縄
県
教
育
委
員
会
教
育
長

仲

宗

根

用

英

第
八
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て

(5) 



二
0

0
六
年
（
平
成
十
八
）
十

一
月
十
三
日

も
し
て
頂
き
ま
し
た
。
お
陰
を
持
ち
ま
し
て
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
の
進
め
て
お
り
ま
す
『
歴
代
宝
案
』
の
編
集
事
業
も
、
こ
れ
ま
で

に
校
訂
本
十
二
冊
、
訳
注
本
五
冊
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
や
本
は
、
琉
中
関
係
の
歴
史
に
係
る
研
究
を
発

展
さ
せ
る
こ
と
に
、
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
私
た
ち
双
方
の
長
期
に
わ
た
る
友
好
交
流
事
業
の
大
き
な
成
果
で

さ
て
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
国
側
か
ら
中
国
第
一
歴
史
櫓
案
館
の
朱
淑
媛
女
史
、
呉
元
豊
氏
、
屈
春
海
氏
、
劉
若
芳
女

史
、
陳
宜
転
女
史
の
五
名
、
沖
縄
側
か
ら
琉
球
大
学
名
誉
教
授
の
西
里
喜
行
先
生
、
神
戸
女
学
院
大
学
教
授
の
真
栄
平
房
昭
先
生
の
二

名
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
日

・
中
両
国
の
研
究
者
が

一
堂
に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
立
場
か
ら
、
琉
中
歴
史
関
係
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ら
れ
ま
す
こ
と
は
、
極
め
て
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り
ま
す。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
研
究
発
表
と
討
論
を
通
し
て
、
琉
中
歴
史

関
係
の
新
た
な
側
面
に
光
が
あ
て
ら
れ
、
学
問
的
進
展
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
第
八
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
ご
準
備
さ
れ
た
中
国
第
一
歴
史
橿
案
館
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
功
と
ご
来
席
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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